
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
３款 民生費

（ ）１項 社会福祉費 障害福祉課 内線：７８６６

（ ）１２目 障害者自立支援事業費 単位：千円

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

起債 その他 一般財源国庫支出金

障害者スポーツ振興

事業 29,887 32,686 △2,799 29,887

トータルコスト 38,172千円（前年度 39,613千円）

従事する職員数 正職員：1.0人

主な業務内容 委託契約業務、委託事業所との連絡調整、その他事業進行管理業務

説 明
１ 事業の目的

積極的にスポーツに参加できる環境づくりや指導者の育成、各種スポーツ大会の開催などを通じ
て、障害者スポーツの振興に向けた総合的な取組に対して助成する。

２ 事業の内容
【7,452千円】（１）鳥取県障害者スポーツ協会運営事業

近年高まりつつある障害者スポーツのニーズに対応し、障害者スポーツの振興を促進する上で中
核的役割を担う鳥取県障害者スポーツ協会の機能を強化するため、平成１７年度に設置した専任非
常勤職員（障害者スポーツ指導員）を常勤化し、障害者スポーツの発展に努める。
【変更点】

内 容 変更前 変更後
職員の身分 専任非常勤職員 専任常勤職員
勤 務 形 態 17日 21日
人 件 費 2,471千円 3,315千円

鳥取さわやか車いすマラソン＆湖山池ハーフマラソン大会【2,176千円】（２）
第２０回大会を機に、障害者も健常者も参加できる大会に見直され、大会コースについても変更

し実施されたが、大会コース周辺通行者等への周知が不足していたため、交通規制に対してトラブ
ルが発生した。このことから、大会開催告知ラジオスポットＣＭ等を開催前に集中的に行い大会の
周知徹底を図る。

・大会開催経費補助金 2,000千円
・ 新規】ラジオスポットCM等経費 176千円【

【1,204千円】（３）全日本Challengedアクアスロン皆生大会
本大会は、全国唯一の大会であることから、着ぐるみの制作経費を補助し、大会のＰＲや障害者

。 、 、 。対策への取組を啓発する また 全国大会に拡大したことに伴い 大会開催経費の補助を拡大する
・大会開催経緯費補助金 700千円（前年度：500千円）
・ 新規】着ぐるみ制作経費補助金 504千円（単年度事業）【

（４）その他の事業概要
（単位：千円）

事 業 名 予算額 事 業 内 容
全国障害者スポーツ大 夏季国民体育大会後に開催される「全国障害者スポーツ大
会への選手団派遣等事 14,075 会」への鳥取県選手団の派遣等事業の委託
業 ２１年度：新潟県開催

〔委託先：鳥取県障害者スポーツ協会〕
障害者スポーツ指導員 初級障害者スポーツ指導員の養成研修事業の委託
養成事業 381 障害者スポーツ指導員数：152名（H21.1.10現在）

〔委託先：鳥取県障害者スポーツ協会〕
障害者スポーツ指導員 鳥取県障害者スポーツ指導者連絡協議会と連携して、障害
派遣事業 185 者のスポーツ活動の場に障害者スポーツ指導員を派遣し、

必要な指導等を行う事業の委託
〔委託先：鳥取県障害者スポーツ協会〕

スポーツ大会開催支援 各種スポーツ大会の開催に要する経費の補助
事業 3,341 ① 鳥取県身体障害者体育大会 941千円

〔交付先：鳥取県身体障害者福祉協会〕
② 鳥取手をつなぐスポーツ祭り 2,400千円

〔交付先：鳥取県手をつなぐ育成会〕
障害児・者スポーツ活 県内で障害者スポーツ活動の実践、支援を行う団体に対し
動充実支援事業 400 て、継続活動・運営費を助成

〔交付先：鳥取県障害者スポーツ協会〕

標準事務費 673
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